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平成２９年度 所長あいさつ  

峡南教育事務所 所長 渡 辺  勝    
 

新年度を迎えて１か月が過ぎました。皆様におかれましても、それぞ

れの立場で新たなスタートを順調に切られたことと思います。               

今年度の峡南教育事務所は、所長、次長、総務スタッフ、地域教育

支援スタッフ、学校教育スタッフの計１０名にスクールソーシャルワー

カー、若手教員グローアップ事業アドバンスティーチャーを加えて、総

勢１３名です。それぞれの担当において、峡南教育事務所管内の各町

教育委員会、幼稚園・保育所、小中学校、高等学校と連携・協力を密にとりながら各種業務の目的達成に向

け、鋭意努力して参りますので、御支援、御協力をお願いいたします。 

さて、昨年度末に新しい指導要領が告示され、幼稚園においては平成３０年度、小学校３２、中学校３３、高

等学校３４と年度を追って順に全面実施されていきます。それに備えて、今年度は周知・徹底の年になります。

特に小学校では、高学年に教科としての外国語が導入されることへの対応について、各学校でのカリキュラム

マネジメントが求められています。また、今回の改訂から、内容だけでなく、学び方についても授業改善の視点

として「主体的・対話的で深い学び」を提唱するなど、各学校におけるまさに主体的な取組が求められていま

す。 

一方で、教職員の多忙化や長時間労働についても大きな課題としてクローズアップされてきました。文科省

の調査によると、過労死ラインを超える長時間勤務の常態化が明らかになっています。山梨県でも後藤知事

が先頭に立って「仕事と生活の“こぴっと！”両立宣言」を示し、働き方改革に取り組み始めました。県教育委

員会でも、教職員の多忙化改善に今年度から本格的に取り組み

始めました。 

現場に求められるものが増えていく中で、多忙化改善にも取 

り組まなければならないという大変難しい課題です。しかし、働 

きやすい職場づくりには、すでに取り組まれていることと思います。 

それらを見直し、さらに効果的なものにする地道な取組をさらに 

推進されることを期待しています。 

県の出先機関として、皆様の一番近くにいるのが教育事務 

所です。今後とも連絡・連携を密にして、協力しあえる関係で 

ありたいと考えています。今年度も１年間よろしくお願いします。 

渡辺 勝 所長 

かけはし１４９号の誌面 

 

p1 教育事務所長あいさつ   

p2 ことぶき勧学院入学式・進級式、 

峡南教室開講式  

p3 身延清稜小学校・下山小学校入学式 

      平成２９年度研究推進校紹介 

p4  連載特集記事についてのお知らせ 

教育事務所新スタッフ紹介 
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ことぶき勧学院 

峡南教室開講式 

 

 

 

 

平成２９年４月１４

日、コラニー文化

ホールで、ことぶき 

勧学院の６教室の１年生１８４名（内 峡南教室３０名）の入学式、２年生１６６

名（内 峡南教室２４名）の進級式が盛大に挙行されました。守屋守学院長

【山梨県教育長】の入学許可、式辞に続き、後藤斎山梨県知事（代理 吉原美幸 副知事）の祝辞をいただき

ました。「歓迎のことば」では、２年生を代表して峡南教室の佐久間徹さんが、勧学院生活での学びの豊かさを、

新入生に伝えました。式終了後には、テレビ山梨ディレクターの名執瞭子氏による、「取材から見えた いきい

き人生」と題した講演会が開催されました。名取氏ご自身が番組取材を通して地域の高齢者から学んだことを、

映像を交えて御紹介いただき、充実した人生を送るための多くの示唆をいただきました。                                                                             

 

勧学院峡南教室の開

講式が、４月２５日（１年）、

2８日（２年）に南巨摩合

同庁舎で開催され、渡辺勝峡南教育事務所長から

「激励のことば」が、１、２年生５４名に贈られました。 

担当の小林一徳先生から「和気あいあいとした雰囲

気の中で、向学心に燃え、豊かな学びを共有し、想

い出に残る勧学院生活を送りましょう。」と、あいさつが

あり、生徒さんは気力溢れる笑顔で応えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月７日に、身延町内の下山、下部、

原の３校が統合した「下山小学校」と、

久那土、西島の２校が統合した「身延

清稜小学校」の入学式が各小学校の体

育館で行われました。下山小は１９名

の新入生を迎え全校児童数は１１２名

に、身延清稜小は９名の新入生を迎 

え全校児童数は７５名となりました。

上級生に手を引かれて入場した緊張気

味の新入生は、在校生から歓迎のこと

ばと美しい歌声で激励されました。新

生小学校の今後の活躍を感じさせる、

躍動感溢れる入学式でした。各小学校

は旧下山小・西島小校舎を使用します。 

守屋守 学院長（県教育長） 

 

峡南教室２年生 

米山けい子 様 

 

１

↑

１

年

開

講

式 

 

→

２

年

開

講

式 

 
小林一徳 先生 

 

渡邉勝 所長 

 

山下一雄 校長 
吉野哲夫 校長 
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「私たちにできる奉仕活動」  

 

手話コミュニケーション部（顧問 小澤伸英先生）は、差別のない心豊かな社会の実現をめざし、

聴覚障がい者への理解と魅力ある手話の普及に努めています。生徒の意欲を引き出すために、人の

ために立ち感謝される喜びを味わわせる活動を行っています。 

  その一環として、東北復興地ボランティア活動として、３月１８日（土）と１９日（日）の２日

間、宮城県仙台市および名取市を１４名で訪問しました。活動の目的は、「復興地の皆さんを元気

づけること」と「現地の状況を知り、今できることは何かを考える機会とする」です。 

  １日目は、仙台市荒浜地区の災害状況を見学し、黙祷を捧げました。また、宮城県聴覚障害者情

報センターへ寄付をするとともに、入所の皆さんに手話劇を披露しました。 

  ２日目は、名取市箱塚屋敷の仮設住宅を訪れ、清掃活動（周辺のゴミ拾いや集会場の掃除）を行

った後に、仮設住宅で生活する方々（聴覚障がい者）と交流の時間を持ちました。手話によるスピ

ーチを行い、自作の手話劇「つながる（人と人）」を演じ、手話歌を発表し、楽しい時間を過ごし

ました。復興地の皆さんを元気づけることができました。 

参加した生徒は、「自分たちの手話劇で、仮説住宅の人たちが喜んでくれたのが一番うれしい」

「緊張したけれど、観ていた皆さんが一緒に手を合わせてくれてうれしかった」「自分から活動す

るというボランティアの意識がわかった」という感想を持ちました。 

今年度も復興地でのボランティア活動を予定しています。 

 

 

  

 

         事  業  名  期 間 推進校及び公開日 

英語教育強化地域拠点事業（国） 27～29 市川三郷町内全小・中学校、市川高校 

コミュニティ・スクール導入等促進事業 29・30 南部中学校、増穂南小学校 

幼児教育振興事業（県） 28・29 睦合小学校 

豊かな心をはぐくむやまなし道徳教育研究推進事業（県

） 

28～30 鰍沢小学校（ 公開日 10/27 ） 

小中連携研究協議会 29～ 六郷小学校、六郷中学校 

地域で取り組む学校元気アップ事業 29 万沢小学校 

身延南部地域中高連携推進検討委員会 25～  身延中学校、南部中学校、身延高校 

初任者研修実習校＊計５回 授業研究開催 29 栄小（初回6/9）、三珠中(初回7/7)  

早川町センター校  28～30 早川中学校  

手話スピーチ 手話劇の発表 

平成２９年度を中心に、文部科学省、山梨県教育委員会等の研究指定を受け

て、教育活動に取り組んでいる管内の小・中・高等学校の事業を紹介します。 
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新任

渡辺  勝

鷹野 和也 ☆

主査 横澤　忍

齋藤 敬子

主幹・社会教育主事 石原 正英

副主幹 小林 久美 ☆

地域学力向上推進幹 笠井 安秀

指導主事 渡辺 安人

指導主事 村松 章史

指導主事 渡邉　賢 ☆

瀧田 恵子

甲斐 江美

伊藤　稔

学校教育

ｽｸｰﾙ･ｿｰｼｬﾙ･ﾜｰｶｰ

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ・ﾃｲｰﾁｬｰ

峡南教育事務所　職員一覧

所　　長

次　　長

総務

地域教育支援

◎連載特集記事についてのお知らせ 
平成２６年度から「峡南地域の名産食材･名物郷土料理」に着目して、１９回連載しました。「地

域の食材」を連載特集としたのは、「食」の今日的な話題性（学校での食育教育、食の安全性、世界

文化遺産としての和食、家庭における食事の役割）が高いこと、また、地域に偏りなく掲載対象を選

定できるという観点からです。取材する中で各地域の食生活改善推進員さんの活動を取り上げ、好評

をいただきました。平成２９度も引き続き「峡南地域の名産食材･名物郷土料理」を連載特集します。 

昨年度（平成２８年度） 

第1４４号（６・７月号） 

南部町「お茶」と南部町食生活改

善推進員会 

第1４５号（８・９月号） 

富士川町「きのこ」と富士川町食生

活改善推進委員会 

第1４６号（１０・１１月号） 

市川三郷町「レインボーレッド（キ

ウイフルーツ）」と市川三郷町食生

活改善推進委員会 

第1４７号（１２・１月号） 

身延町「あけぼの大豆」と身延町

食生活改善推進委員会 

第1４８号（２・３月号） 

早川町「エゴマ」と早川町食生活改

善推進委員会 

今年度予告 第１５０号（６・７月

号）市川三郷町「桑茶」と市川三郷

町食生活改善推進委員会 

今年度は、次号の第1５０号から連載を始める予定です。 

 

◎峡南教育事務所スタッフ紹介 
平成２８年度末の人事異動により、３人の新メンバーを迎え、新たな気持ちで業務をスタートしま

した。「総務スタッフ」「地域教育支援スタッフ」「学校教育スタッフ」の３部門で子どもたちの健

やかな成長を支援します。どうぞよろしくお願いします。 

○町教育委員会の指導・助言及び町教育委員会との協力   

○町立学校の教育環境整備についての助言 

○学校・家庭・地域社会の連携の推進           

○教育行政に関する相談及び子どもの教育相談 

○教育に関する広聴及び広報               

○県立高等学校教育改革に関する連絡調整 

○県費負担教職員の人事についての連絡調整        

○県費負担教職員の給与、旅費、児童手当、研修 

○社会教育、文化財                   

 ○学校教育の指導助言 

○学力向上対策の実施 

○学齢児童生徒の就学指導 

 ○教科書採択事務の指導助言 

○学校保健、給食、安全指導 

 

 

地域教育情報紙「かけはし」は、学校・家庭・地域の連携を深め、社会教育と地域教育の充実 

発展に貢献することを目的としています。皆様の情報を募集しています。特色ある取組や機関の 

連携事例等、御紹介ください。今年度も従来同様の編集に努めますので、御愛読をお願いします。  

 

峡南教育事務所地域教育支援スタッフ 所在地：南巨摩郡富士川町鰍沢771-2 

TEL:0556-22-8154 FAX:0556-22-8144 
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